
Ｂ生活支援員「先月痛いとおっしゃっていた足の 

      調子はどうですか」 

Ａさん 「だいぶ良くなりました。明日また 

     病院で診てもらいます」 

と体調についてのやりとりがありました。 
 

 

 

  

  

Ｂ生活支援員より 

訪問を継続していくなかで、ご本人が身体的に

も精神的にも元気になっていく様子をみると

とてもうれしく感じます。また、金銭管理が苦

手な方が「今月はうまく使うことができた」と

報告してくれた時には、一緒に喜ぶことができ

てとてもやりがいを感じます。 

今日の支援について記録に

まとめ訪問の様子を担当専

門員に報告。Ａさんの状況を

職員間で共有し、次の支援に

つなげます。 

担当専門員とＢ生活支援員で支

援計画に基づき今日のＡさんの

支援内容を確認。必要事項をチェ

ックしたら出発です。 

Ｂ生活支援員がＡさんに代わっ

て現金を払い戻します。現金の取

扱いには慎重さが求められます。 

Ａさんのご自宅にて出金してきた現金をお渡しします。

間違いのないように、お札は 1 枚ずつ数えて一緒に確

認します。通帳から福祉サービスの利用料や公共料金が

引き落とされていることを説明、Ａさんに確認しても

らいました。 

川崎市の各区あんしんセンターでは、高齢者や障害のある方が地域で自立した生活を送れるように、福祉サービ

ス利用援助・日常的金銭管理サービス、書類等預かりサービスを提供しています。 

あんしんセンターは、各区社会福祉協議会の中にあり、専門員と生活支援員が活動しています。 

専門員                    生活支援員 

 

 

 

 

 

  

 

 

14:20【Ａさん宅】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 15:00【事務所】  

 

困りごとや悩みごとについて相談を

受けます。ご本人の希望をもとに適切

な支援計画を作り、関係機関と連携し

ながら本人の生活を支援します。 

生活支援員は本人の生活状況や健康状態

などを訪問を通じて確認し、専門員へ報告

します 

 

 

支援計画に沿って定期的に訪問

し、福祉サービスの利用手続きや

預貯金の出し入れをサポートし

ます。 

 


